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市政だより 空通事故相談日

5月258(此)

市役所市民相談室

10時-15時
なるべ〈取飽に関係の

・酒をご持唱惨下さい
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宅自-守雪F官瓦司・幽圃・

発表舎をひかえ練習に励むママさんたち

音楽を通して豊かな人間性を養うため

1 0周年を迎えた さわやか伝新僚の撃節目L ママさんたちの裂しい歌

声'"玖島のd.IC乙だまして凶えてきます.

ママコーラス ・カトレアグループは 昭拘41年6~ 

k公民館で聞役された合唱1IIti<が動隙と"勺てグルー

プが結成され、今年で潟10百年を迎え、5Jl S 8初め

て程念発表会を開含ました.

会員は 加島湿子さん外36人て主婦として多忙な

毎aの余取に蓮本まゆみ先生、佐沼~手先生の指導で

I明るい家庭づくりjを毛ットーに。音楽を通してヨ隠

しいハーモニーと棄しいふんい気の中で艶か俗人間性

を養うと尖" 心のつ訟がりを深めお互いの家庭づく

りにコ ラスの精神を生かして l明るい社会づくりJ

にと一生懸命努力しています.

カトレアクループ
ママコーラス

岨副岨皿・幽幽組副岨他地叫姐副削働蜘slItnIlsII劃閣面倒隊'"・断削..潤・町四日圃凪踊個冊倒閣脚悩船価川口則刷削...馴 地d皿刊 品川川

毎月 1"・15自発行 発行所/大村市役所信集人/総務操長立石直衛印刷所/九州岳阪株式会社
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(2) りむおお市政だより

西大村地区の町名町界

変更

り

町に

力、日

字を魔止、

6月

市
に
は
、
町
の
名
称
が
公
称
の

字
名
と
通
称
の
町
名
が
あ
り
、
日

常
生
活
や
行
政
事
務
を
す
す
め
る

の
に
大
変
不
便
で
す
。

そ
乙
で
字
名
を
廃
止
し
て
、
町

名
を
一
本
化
し
、
同
時
に
町
の
区

域
を
実
情
に
合
せ
て

西

大
村
地

区
の
一
部
の
町
名
町
界
を
六
月
一

日
か
ら
次
の
と
お
り
変
更
す
る
乙

と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
こ
の
地

区
に
関
係
の
あ
る
人
は
間
違
い
の

な
い
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

区
域
の
明
細
に
つ
い
て
は
、
新

旧
対
照
表
(
六
月
一
日
発
行
)
を

各
町
務
連
絡
員
に
配
付
し
ま
す
の

で
ご
覧
下
さ
い
。

新町名 | 区 域

こ がしままち |県自動車運転試験場を含

| 古賀島町 ( 出して古m~IIIJ~~

|もり ぞの まち |市民プーlレ、工業高校、

|森 園fBJ[清掃センター竺竺竺i
lまつ やま まち i主として松山町内会の区 i

i松山町 日 [ 
きょう わ まち 主として協和町内会の区 l

協和町二 d まつなみいっちょうめ中央小学校、 西大村中学 i

松並--r目 校を含む国道東側の区域 |
まつなみにち ょうめ |市立病読を含む国道西側 i

耐仁丁旦|の区域 | 
まち |空港埋立地を含む旧箕島 |は

島
み
箕
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拍

目

前

勲

五

等

宝

冠

章

永
年
に
わ
た
り
建
設
業
務
と
し
~

叩

貯

金

者

禽

市

議

会

議

員

て

の

功

漬

に

よ

り

い

一

時

会

賞

金

井
石
ト
キ
殿
ハ
日
泊
郷
)

勲

七

等

瑞

宝

章

ん

~

れ

命

受

合

主
に
わ
た
り
市
議
会
議
員
と

元

看
守
部
長

~

ヶ

一

-

舎

の

脅

し
て
の
功
績
に
よ
り

渋
川
正
作
殿
(
上
久
原
)

い
、

何

司

会

れ

合

勲
六
等
瑞
宝
章

永
年
に
わ
た
り
看
守
業
務
と
し

め

~

け

@

清

③

元

建

設

技

官

て

の

功
績
に

よ

り

ん

民

同

戸
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町
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期

軽

自

動

車

税

5
月

の

納

税

は

固

定

資

産

税

と

変
更
後
の
記
載
例

以
上
の
区
域
に
つ
い
て
は
、
従

来
の
大
字
、
小
字
の
呼
び
方
が
な

く
な
り
、
今
後
は
本
籍
地
、

住
所

土
地
所
在
地
を
書
く
と
き
は

、
次

の
例
の
よ
う
に
な
り
、
ま
す
。

@
本
籍
地
、
住
所
な
ど
の
表
示

O
森
園
郷
一

一一

一
番
地
六
は

古
賀
島
町
一
一

一一

番
地
六

O
杭
出
津
郷
九
七
番
地
一
は

松
並

一
丁
目
九
七
番
地

一

匂
土
地
‘
建
物
の
表
示

。
抗
出
津
郷
字
芝
辻
三
四
番

一

は，

森
闘
町
三
四
番

一

O
松
山
郷
字
松
山

一
四

一
番

一

は
、
松
山
町
一

四

一
番

一

以
上
の
よ
う
に
土
地
、
建
物
な

ど
の
所
在
地
を
表
わ
す
と
き
は
、

「
0
0番
」
と
し
、
戸
籍

印
鑑

登
録
、
郵
便
な
ど
で
は

「
O
O
番

地
」
と
し
ま
す
。

公
簿
の
変
更
手
続
き

市
役
所
の
戸
籍
簿
.
住
民
登
録

な
ど
の
本
籍
‘
住
所
は
市
役
所
で

書
き
替
え
ま
す
。

法
務
局

(登
記
所
)
の
土
地
、

建
物
の
所
在
表
示
は
法
務
局
で
書

、考
替
-
え
ま
す
。

た
だ
し
、
登
記
権
利
者
の
住
所

変
更
の
必
要
が
あ
る
と
き
(
所
有

権
の
移
動
な
ど
)
は
所
有
権
者
の

申
請
に
よ
っ
て
変
更
さ
れ
ま
す
の

で

す

で
、
そ
の
と
き
は
市
長
の
変
更
証

明
書
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
そ
の
他
の
資
格
免
許
な

ど
で
住
所
変
更
屈
の
必
要
が
あ
る

場
合
も
証
明
書
を
添
付
し
て
下
さ

な
お
‘
こ
の
た
め
の
登
録
税
手

数
料
は
免
除
さ
れ
ま
す
。

証
明
書
そ
の
他
申
請
用
紙
は

総
務
課
に
申
し
出
て
下
さ
い
。
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5
月

の

納

税

は

固

定

資

産

税

¥
1ノ割

地方税法一部改正

等(均尚児
f
着
』民住

ます軽自動車税が変り

昭
和
五
十

一
年
度
地
方
税
法
が

一
部
改
正
に
な
っ
た
の
で
、
そ
の

主
な
も
の
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

市
県
民
税

O
個
人
均
等
割
の
引
き
上
げ

市
民
税
均
等
割
四
百
円
を
千
二

百
円
に
、
県
民
税
均
等
割
百
円
を

三
百
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た

但
し
、
前
年
中
の
所
得
の
金
額

が
十

一
万
円
に
、
そ
の
所
得
者
の

控
除
対
象
配
偶
者
及
び
扶
養
親
族

の
数
に
一
を
加
え
た
数
を
乗
じ
て

得
た
金
額
以
下
で
あ
る
人
に
は
、

課
税
さ
れ
な
い
よ
う
改
正
さ
れ
ま

し
た
。

O
障
害
者
、
未
成
年
者

‘
ま
た
は

事
婦
の
非
課
税
限
度
額
の
引
き

期

軽

自

動

車

税

と上
ザ
前
年
中
の
所
得
金
額
の
合
計
額

が
六
十
万
円
以
下
で
あ
る
も
の

は
非
課
税
と
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
の
限
度
額
が
七
十
万
円
に
引

き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

O
白
色
申
告
者
の
専
従
者
控
除
の

控
除
限
度
額
が
十
万
円
引
き
上

げ
ら
れ
四
十
万
円
に
な
り
ま
し

'た

。
老
年
者
の
要
件
の

一
つ

で
あ
る

所
得
張
度
額
の
引
き
上
げ

年
齢
要
件
と
と
も
に
、
前
年
中

の
合
計
所
得
金
額
五
百
万
円
以
下

と
す
る
所
得
限
度
額
の
要
件
が
あ

り
ま
す
が
・
こ
の
限
度
額
が

一
千

万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

O
医
療
費
控
除
の
い
わ
ゆ
る
足
切

り
限
度
の
う
ち
の
定
額
基
準
の

引
き
下
げ
及
び
控
除
限
度
額
の

引
き
上
げ

前
年
中
に
支
払
わ
れ
た
医
療
費

が
前
年
の
所
得
金
額
の
合
計
額
の

百
分
の
五
に
相
当
す
る
金
額
か
十

万
円
の
い
ず
れ
か
低
い
額
を
超
え

る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
超
え
る

金
額
に
つ
い
て
百
万
円
を
限
度
と

し
て
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ

の
た
び
の
改
正
に
よ
り
十
万
円
が

五
万
円
に
、
百
万
円
が
二
百
万
円

に
な
り
ま
し
た
。

で

す軽
自
動
車
税

次
の
よ
う
に
税
率
が
改
正
さ
れ

ま
し
た
。

O
原
動
機
付
自
動
車

五

O
∞
以
下

九

Oω
以
下

一
二
五
叫
以
下

六
百
五
十
円

千千
三

百

円

。
軽
自
動
車
及
び

小
型
特
殊
白
動
車

二

輪

の

も

の

二

千

三
輪
の
も
の

四
輪
以
上
の
も
の

乗
用
の
も
の

営
業
用

自
家
間

貨
物
用
の
も
の

営
業
用

自
家
用

二
千
六
百
円

五
千
二
百
円

五
千
九
百
円

二
千
九
百
円

三
千
三
百
円

二
輪
の
小
型
自
動
車三
千
三
百
円

力
ス
税

税
率
が

一
労
引
き
下
げ
ら
れ

M

わ
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
改
正
は

付
分
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

昭
和
五
十
二
年
一

月

一
日
以
降
納

以
上
は
主
な
改
正
点
の
み
を
掲

載
し
て
い
ま
す
の
で

詳
し
く
は

市
課
税
課
に
お
た
ず
ね
下
さ
い
。

軽
自
動
車
税
の

一

納
税
通
知
書
を
発
送

一

も
し
届
か
な
か
っ
た
り
、
わ
か

一

ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
一

課
税
課

へ
お
た
ず
ね
下
さ
い
。

↑

昭
和
五
十
一

年
度
分
の
軽
自

動
車
税
の
納
税
通
知
書
を
五
月

十
三
臼
に
発
送
し
ま
し
た
。

円

納

税

組

合

円

納
税
組
合
報
償
金
は
従
来
ど
お

り
交
付
し
ま
す
が
、
昭
和
五
十
一

年
度
か
ら
納
税
組
合
の
構
成
単
位

は
十
世
帯
以
上
を
対
象
と
し
て
交

付
す
る
予
定
で
す
。

少
数
世
帯
の
納
税
組
合
は
、
組

一

大

村

市

長

立

候

補

予

定

者

~

説

明

会

開

催

一

九
六
月
二
十
日
執
行
予
定
の
大
村
市
長
選
挙
の

川

一
立
侯
補
予
定
者
説
明
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
…

い
ま
す
の
で
関
係
者
の
人
は
是
非
お
集
り
下
さ
い
。
必

一

日

時

五

月

二

十

日

午

後
一
時

一

一
場
所
市
役
所
第
八
会
議
室

0.. 

の

加

入

と

設

立

促

進

を

合
員
の
増
加
、
合
併
な
ど
に
よ
り

、手品
し
て
ど
協
力
下
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

納
税
組
合
設
立
(
更
新
)
届
は

各
出
張
所
、
市
収
納
課
に
あ
り
ま

す。

家
庭
奉
仕
員
の
派
遣
希
望
は

福
祉
事
務
所
へ
申
請
を

家
庭
奉
仕
員
は
低
所
得
の
家
庭

で
老
衰
、
心
身
の
障
害
な
ど
で
日

常
生
活
に
支
障
が
あ
る
ひ
と
り
暮

ら
し
の
老
人
世
帯
や
身
障
者
の
家

庭
を
週
二
回
程
度
訪
問
し
、

無
料

で
身
の
回
り
の
お
世
話
を
し
て
い

ま
す
。訪
問
に
は
軽
自
動
車
二
台
を
使

用
し、

機
動
力
を
生
か
し
た
細
か

な
奉
仕
活
動
を
行
っ

て
お
り
、
関

係
者
の
皆
さ
ん
か
ら
大
変
喜
ば
れ

て
い
ま
す
。

家
庭
奉
仕
員
は
次
の
よ
う
な
奉

仕
を
し
て
い
ま
す
。

食
事
の
世
話
、
衣
類
の
洗
濯

、

住
居
の
掃
除
、
身
の
ま
わ
り
の
世

話
、
生
活
必
需
品
の
買
物
、
通
院

介
助
、
生
活
上
必
要
な
相
談
助
言

奉
仕
員
の
派
遣
を
希
望
さ
れ
る

家
庭
は
地
区
民
生
委
員
の
意
見
を

付
し
て
福
祉
事
務
所
に
申
請
し
て

下
さ
い
。
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な

環

境

不
燃
物
の
持
ち
出
し

り

不
燃
物
収
集
は
毎
月
収
集
日
を

決
め
て
、
そ
の
前
日
に
限
り
各
世

帯
か
ら
集
積
所
ま
で
持
ち
出
し
て

も
ら
う
よ
う
、
再
々
呼
び
か
け
て

お
り
局
知
の
こ
と
で
す
が
、
ま
だ
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乙
れ
を
守
ら
ず
に
い
つ
も
不
燃
物

集
積
所
が
ご
み
の
山
に
な
っ
て
い

る
と
こ
ろ
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま

す。
お
互
い
に
注
意
し
合
い
、
決
め

ら
れ
た
日
以
外
に
持
ち
出
す
乙
と

を
防
止
す
る
こ
と
に
心
が
け
、
き

れ
い
な
環
境
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

@ 

?不i
X燃f
類物二
と

71> 

Lは
類

ト
タ
ン

く
ず

V
ガ
ラ
ス
く
ず
、
瀬
戸
物
く
ず

V
テ
レ
ビ
、
洗
濯
機
、
冷
蔵
庫

な
ど
の
不
要
品

V
燃
え
が
ら
、
灰

V
そ
の
他
不
用
と
な
っ
た
家
庭

用
品

@
正
し
い
出
し
方

V
紙
袋
や
ビ
ニ
ー
ル
袋
、
ダ
ン

ボ
ー
か
箱
な
ど
に
入
れ

個
の
重
さ
を
約
十
勾
に
ま
と

め
て
、
ほ
ど
け
な
い
よ
う
に

荷
造
り
し
て
下
さ
い
。

。
不
燃
物
集
積
所
に
次
の
も
の
は

絶
対
に
出
さ
な
い
よ
う
に
日

V
事
業
所
(
商
屈
な
ど
〉
の
事
業

活
動
か
ら
出
る
不
燃
物

V
残
飯
類
、
木
ぎ
れ
、
紙
く
ず

な
ど
の
燃
え
る
一
般
ご
み
。

@
不
燃
物
収
集
日
は
別
表
の
と
お

り
の
日
と
な
っ
て
い
ま
す

必
ず
こ
の
日
の
前
日
か
、
当
日

の
午
前
八
時
ま
で
に
集
積
所
に

持
ち
出
す
こ
と
。

乙
の
日
以
外
は
絶
対
に
出
さ
な

い
よ
う
に
。

l収集日 I6月 7月 I8月

三浦地区各町内. 鈴団地区各町内 1 第1月曜日 7 I 5 I 2 
東浦.前舟津.外浦小路.下久原.上久原.久原官舎.後木場.向木場. I 第1火曜日 1 I 6 I 3 
岩舟.日向平上小路.須田ノ木.岩舟住宅 |第3火曜日 I 15 20 I 17 I 
久原団地.片町第l・第2.本小路.本町第1・第2.西本町第1・第2. 第1水曜日 271 4 

東本町 i 第3水曜日 |ーユ6_J 21 I 1し
三城第1・第2.水主町武部.田の平小佐古.柴田.大佐古.水田1区.I 第1木曜日 3 ~ 1 
向陽町 l 第3木曜日 I 17 i 15 I 19 
赤佐古.旭町団地.草場.池の坊.駅前アノマート.坂口.池田.池田9区 1 第1金曜日 4 i 2 I 6 I 
堅 日昼一問アパート |第3金曜日 1_1_8_i_1し I 20 I 
上諏訪.下諏訪.東諏訪.中諏訪.諏訪7区・8区.諏訪1区.乾馬場 | 第1土曜日 5 ! 3 I 7 
古町住宅1i町5区・6区 | 第3土曜日 I 19 17 I 21 

荒平水計徳泉川内大多武雄カ原横山頭 i 第2月曜日 I 14 I 12 I 9 
古町中央町 乾馬場住宅水田水田2区.杭出津3区・4区.上杭出津 !第2火曜日 8 I 13 I 10 
下杭出津.新城 佐古ノ川協和町.松山.辻田町 |第4火曜日 I 22 I 27 I 24 
松並第1・第2 自衛隊官舎.自衛隊アパート.昭和通.西小路.植松 i 第2水曜日 9 14 I 11 
小路口問住宅植松住宅 l第4水曜日 仁 仁 三 i二工
古賀島.桜馬場第1・第2 富の原1・2f目.堺町.原口町.原口住宅 第2木曜日 I 10 ! 一旦_!~一一
今津町 | 第4木曜日 I 24 1 22 1 26 
大川田町ー竹松本町竹

鬼橋町.竹松町.宮小路.1.2.3丁目.宮小路九電社宅.黒丸町 1 第4金曜日 I 25 i 23 I 27 

沖田.寿古.皆同.今富.立福寺弥勅寺.矢上.草場.橋本.宮本 第2土曜日 I 12 10 I 14 
浦1区・2区.南松本北松本久津.寺本.梶ノ尾.山下.梶ノ尾団地 |第4土曜日 I 26 ， 24 ! 28 

野田.重井田.北木場今山.東光寺.野岳北・南野田平原.武留路 !第3月曜日 I 21 I 19 I 16 
県木北川内南川九五良原中岳田下宮代.原荒瀬 |第4月曜日 I 28 26 I 23 

表害。日集収

名

物燃不

町

犬
の
放
し
飼
い
は

絶
対
に
棺
め
よ
う

犬
の
放
し
飼
い
に
よ
り

人
畜
・
農
作
物
に
被
害
が
お
よ
び

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
多
く
の
苦
情

が
出
て
い
ま
す
。

他
人
に
迷
惑
を
か
け
る
犬
の
放

飼
い
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

未
登
録
犬
・
放
し
飼
い
の
犬
は

捕
獲
し
ま
す
の
で
、
た
だ
ち
に
登

録
を
す
ま
せ
、
正
し
い
犬
の
飼
い

方
を
し
ま
し
ょ
う
。

最
近

⑤
犬
の
登
録
は
、
常
時
、
市
役
所

件
出
張
所
で
行
ッ
て
い
ま
す

。
不
用
犬
の
回
収
日
は
、
毎
月

四

・
十
四
・
二
十
四
日
の
午
前

中
で
す
。

な
お
他
の
日
は
.
森
園
郷
の

県
畜
犬
抑
留
所
ま
で
持
っ
て
い

っ
て
下
さ
い
。

回
収
箱
は
、
市
役
所
と
各
出
張

所
に
あ
り
ま
す
。

ご
み
と
し
尿
の
相
談
は

大

村

市

清
掃
セ
ン
タ
ー
〈

電
話
②
|
二
八
一
回

②
ー
三
五
三
九

森
園
郷
一
四
七

O
番
地
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限
り
あ
る

水
資
源
を
大
切
に

六
月
一
日
か
ら
七
日
ま
で
全
国

的
に
水
道
週
間
が
実
施
さ
れ
ま
す

水
道
は
私
た
ち
の
日
常
生
活
を

支
え
る
最
も
重
要
な
施
設
で
あ
り

社
会
的
経
済
的
な
諸
活
動
を
支
え

る
上
に
不
可
欠
の
施
設
で
す
。

ー
水
道
だ
よ
り
i

り

ポ
タ
リ
、

むお

じ
ゃ
口
か
ら
の
ポ
タ
ポ
タ
も

れ
る
水
も
れ
で
も
、
集
め
る
と

一
日
で
約
五
十
2
、
一

カ
月
に

は
千
五
百
E
に
も
な
り
ま
す
。

ま
た
、
割
り
ば
し
ゃ
鉛
筆
ぐ

ら
い
の
太
さ
の
水
も
れ
だ
と
一

日
に
約
五
百

2
月
に
十
五

d
と

大
き
な
量
に
な
り
ま
す
。

本
市
の
水
道
水
の
平
均
供
給

…
単
価
は
一
ぽ
当
り
約
七
十
八
円

お市政だより(5) 

水

道

週

こ
の
よ
う
工
水
道
は
い
つ
も
私

た
ち
の
そ
ば
に
あ
っ
て
、
い
つ
も

健
康
で
明
る
い
生
活
の
支
え
と
な

っ
て
い
ま
す
が
、
生
活
様
式
が
多

様
化
す
る
に
従
っ

て
、
水
道
の
水

を
使
う
量
も
年
々
増
加
し
て
い
ま

ポ
タ
リ
の
水
も
れ

で
す
が
、
こ
れ
か
ら
計
算
す
る

と
ポ
タ
ポ
タ
も
れ
る
程
度
で一

カ
月
に
約
百
十
七
円
、

割
り
ば

し
程
度
だ
と
約
千
百
七
十
円
も

ム
ダ
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

水
道
の
水
は
使
わ
れ
て
こ
そ

意
義
が
あ
り
ま
す
。

水
も
れ
に
は
十
分
注
意
し
ま
し

ょ・っ。

間

す。
本
市
で
も
給
水
戸
数
の
増
加
に

伴
い
、
第
六
同
拡
張
工
事
な
ど
を

行
い
、
施
設
の
整
備
に
努
力
し
て

お
り
.
こ
れ
ら
の
建
設
に
も
多
額

の
主
用
を
要
し
ま
す
。

私
た
ち
は
、
も
う
一

度
水
道
を

作

料

...........................................................................ー

最
近
の
農
業
生
産
条
件
、

農
産
物
の
価
格
条
件
な
ど
の

変
化
に
伴
っ
て
小
作
料
の
最

高
額
の
基
準
が
次
の
よ
う
に

改
正
さ
れ
、

昭
和
五
十
一
年

四
月
十
日
か
ら
施
行
さ
れ
る

乙
と
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
表
を
適
用
し
て
い
た

だ
く
の
は
、
昭
和
四
十
五
年

十
月
一
日
前
に
設
定
さ
れ
て

い
た
小
作
契
約
で
す
。

(
そ
の
賃
借
権
に
係
る
賃
貸

借
が
更
新
さ
れ
た
場
合
に

お
け
る
そ
の
更
新
後
の
も

の
を
含
む
)

※
詳
し
い
乙
と
は
農
業
委
員

会
に
お
た
ず
ね
下
さ
い。 の基

正
し
く
理
解
し
て
む
だ
の
な
い
よ

う
に
使
い
、
水
道
週
間
の
意
義
を

認
識
し
ま
し
ょ
う
。

水
道
週
間
中
、
市
役
所
市
民
相

談
室
で
水
道
に
対
す
る
ご
意
見
を

受
け
賜
り
ま
す
の
で
、
ご
利
用
下

さ
い
。

植

賃

金

な

ど

田

決

ま

り

ま

し

た

員

A 
τA  

農

業

委

食
事
な

し

三

千

三

百
円

田
植
機
械
に
よ
る
田
植
え

十
ア
ー
ル
当
り
四
千
五
百
円

賃
耕
料

十
ア
ー
ル
当
り

春
田
起
し
四
千
円

t
五
千
円

植
代
か
き
二
千
円

t
三
千
円

三
千
円

1
四
千
円

農
業
委
員
会
は
田
植
賃
金
な
ど

を
次
の
よ
う
に
決
め
ま
し
た
。

乙
れ
は
標
準
で
す
か
ら
立
地
条

件
に
よ
っ
て
多
少
の
違
い
が
あ
り

ま
す
。

田
植
賃
金
男
女
と
も

一
日
当
り

食
事
付

畑
耕
転

最

高

額

準

改

正

の

二
千
八
百
円

小作料最高額の基準改正表

10アール当たりの額 10アール当たりの額

農地等級従来のも 改正後の農地等級 従来のも 改正後の

の もの の もの

1級 5，688円 6，826円 1級 I 2，170円 2，604円

2級 5，444円 6，533円 2級 2，073円 2.488円

3級 5，204円 6，245円 3級 1，973円 2，368円

4，960円 5，952円 4級 1，875円 2，250円

5級 4，720円 5.664円 5級 1， 778円 2，134円

6級 4，476円 5，371円 6級 1，680円

7級 4，236円 5，083円 7級 1，580円 1，896円

8級 3，992円 ι790円 8級 1，483円

9級 3，752円 4，502円 9級 1，385円 1， 662円

10級 j 3，508円 4，210円 10級 1，285円 1，542円

11級 3，268円 3，922円 11級 1，188円 J，426円

12級 3，024円 3，629円 12級 1，090円 1，308円

13級 2，784円 3，341円 990円 1，188円

14級 2，540円 3.048円 893円 1，072円

15級 2.300円 2，760円 15級 795円 S54円
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司
、

1
U九
回

-

-

一せ
a

最竺一

一
防
士
で
¥
一

一ぉ

一
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注
射
と
検
診

圃
3
歳
児
健
康
診
査

対
象
昭
和
四
十
七
年
十
一

月
生

れ
及
び
同
年
五
月
か
ら
十
月
生

れ
で
、
ま
だ
健
診
を
受
け
て
い

な
い
人
。

目

時

五

月
二
十
五
日

(
火
)

午
前
九
時
三
十
分

t
十
時
三
十

分午
後
一
時
J
二
時
三
十
分

場
所

市
役
所
第

一
会
議
室

料

金

無

料

※
母
子
健
康
手
帳
を
必
ず
持
参
し

て
下
さ
い
。
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-
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診

乙
の
検
診
は
、
結
核
予
防
法
に

基
づ
き
、
結
核
の
早
期
発
見
と
早

期
治
療
に
よ
り
結
核
の
撲
滅
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
す
る

も
の
で
す
。

毎
年

一
回
、
健
康
で
あ
る
な
し

に
か
か
わ
ら
ず
受
診
す
る
義
務
が

あ
り
ま
す
の
で
、
該
当
者
は
も
れ

な
く
受
け
て
下
さ
い
。

該
当
者

次
の
人
を
除
く
全
員

ω就
学
前
の
幼
児

凶
小

・
中

・
高
校
な
ど
の
学
校
の

児
童
生
徒

同
事
業
所
で
定
期
検
診
を
受
け
る

人
凶
現
在
、
結
核
の
治
療
を
受
け
て

い
る
人。

料
金

無
料
で
す
。

日
程
は
下
記
の
と
お
り
。

圃
こ
ん
に
ち
は

保

健

婦

で

す

六
月
の
健
康
相
談
日
程
は
次
の

と
お
り
で
す
。

家
族
計
画
に

つ
い
て
の
相
談
は

妊
婦
相
談
日
を
ど
利
用
下
さ
い
。

内一
精
一一一一一
一一二
一
引一一一一一一一一一一
一噺

月

9止:30-10:30
11: 0ω0-12止:0叩0 
13:0ω0-14:巾00、
114:30-1日5:330ト| 

1日ιι止M州叶山…:3羽朴川川3叩炉川川0トN川~叶引1叩01日1:泊00-1臼2:00
1臼3:刈00-14:ι00 
114:30-1日5:3叩0 liι止M川附:3机朴3叩ト0ト-1山1日1:00-12:0∞0!
13:00-14:00川| 
1孔4:30-1日5:3o1 

松並町長崎書居横 1 9:30-10:30 1 
農協西大jす支所 111:00-12:00 1 
協和町九州産業横 ! 13:00-14:00 I 
昭和通親和銀行社宅114:30-15:3o1 

水田 郵便 局 9:30-10:30 I 
中諏訪1区田中商庖 :11:00-12:00 : 
古 町 5区 広場 13:00-14"00 ! 
中地区住民センタ -114:30-1日5:3oI 

I ~'9 : 3叩0-1叩0:30
|川
| 13止:3却0-1日5:0∞~I

l日に:9M附3叩…011:0ω0-1臼2:00
1臼3:30-1日5:00

I 9止:3叩0-1叩0:130i
1日1:0ω0-1臼2:00 ， 

l 竺:寸!一一一j空一Jγ??| 
竹松農業普及センけ夕一 !9: 3叩0-1叩0:30

竹怯ア円Jバ守←一ト吉岡商庖前i川11ド:0∞0-1四2:0ωoI 
竹松本町第1公民館113:30-15:0oI 

寿 古公 民館 9:30-10:30I 
黒丸久保井商居横 ! 11:00-12:00 I 
宮小路公?民館 113:30-15:00! 

赤佐古公民館
桜ヶ正旅館街.末広
l 柴田公民館

| ∞ !水 計公 民 館

| 旭町アパート広場6月8日||第1生命ビ Jレ横
l 水主町星美幼稚園
水田 1区公民館

6吋

間時
募

集

圃
国
税
専
門
官
を
募
集

受
験
資
格

昭
和
二
十
四
ギ
四
万

一一日
か
ら
昭
和
三
十
年
四
月
一

日
生
れ
の
男
子

願
書
受
付
期
限

五
月
二
十
六
日

第
一
次
試
験

七
月
十

・
十
一

日

試
験
場
所

一
福
岡
市
南
区
大
楠
三
丁
目
二
八

番

一
号

福
岡
大
学
高
宮
校
舎
(
元
筑
紫

女
学
園
短
期
大
学
跡
)

願
書
請
求
先

人
事
院
九
州
事
務
局

一福
岡
国
税
局

大
学
の
就
職
関
係
課

水 田2区公民館
杭出津住宅公民館
辻田町佐藤医院横
新城公民館

市伝染病棟横

古賀 島公民 館

植松公 民 館

諏 訪公民館

坂 口公 民館

池田住宅公民館

橋口医院
原口公民館
原口住宅遊園地
小路口住宅公民館

(火〉

ーノレハ-AFf
 

r't
、

6月10日

(木)

6月11日l
I (~) 

! 6月14日l

i∞ 1 

6月15日|

(金〉

願
書
提
出
先

福
岡
国
税
局

(福
岡
市
博
多
区

博
多
駅
東
二
丁
目
二
番
一
号
)

お
問
合
せ
は
人
事
院
九
州
事
務
局

皿
四
三
一
i
t--

七
七
三
三

福
岡
国
税
局
人
事
課

血
四

一一

1
0
0
三

一

ま
た
は
最
寄
り
の
税
務
署
総
務

課
へ。

講

習

会

圃
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

初
心
者
講
習
会

主
催

大
村
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

後
援

市
教
育
委
員
会

期
日

六
月
二
目
、
九
日
、
十
六

日
、
二
十
三
日
(
毎
週
水
曜
日
)

場
所

中
地
区
公
民
館
講
堂

口
M

、3ノ

ρ
n
u

〆

、

司

1
4

h
u

日川nhu 

時

間

午

後
七
時

l
九
時

対
象

年
齢
、
職
業
、
性
別
不
問

由化員

五
十
人

会
費

無
料

講
師

大
村
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
指

導
部

連

絡

先

大
川
田
町
八
九
八

森

本
則
子
(
皿
⑤
|
O
四
八
三
)
へ

圃
婦
人
学
級
の

受
講
者
を
募
集

婦
人
学
級
の
受
講
者
を
次
の
と

お
り
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
市

社
会
教
育
課
ま
た
は
各
地
区
の
婦

人
会
へ
五
月
三
十
日
ま
で
に
お
申

込
み
下
さ
い
。

な
お
こ
の
ほ
か
に
各
地
区
で
も

学
級
を
開
設
し
ま
す
。

内
容
は
生
活
設
計
、
消
費
生
活

市
民
生
活
.
健
康
管
理
、
子
供
の

C7.k) 

6月18日

(木)

※関教
詳す育
しる

|種別 (会 場 (開催日 l 時間 lく学趣
一一一一一一 1 " " 一「一一一一一一[は習味
1読書コース [市立図書館 l毎 月25日 113:30-15:301市 で

一一一一 社すー
木彫 中 央公 民館 |第1・3火曜日110:00-12: 001会。般
ー一一一!一一一一----1---- 教 教
コーラス μ !毎週水 1/ 110:00-12:001窒 養

課な

生活学校 第 3月 F[10:ON

開設期間 6月 ~来 年 3月
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りむおお

公

τ士ご

フロ明

置
市
の
不
用
物
件
を

公

売

公
売
物
件

物

件

名

旧

鈴

田
小
学
校
校
舎

及
び
便
所

構
造

木
造
ス
レ
ー
ト
瓦
葺
平

家
建

面
積

一
O
三
一

、低

公
売
方
法
一

般
競
争
入
札

現

地

説

明

五

月

二
十
七
日

旧
鈴
田
小
学

校

午

前
十
時

t

十
時
三
十
分

入
札
の
日
時
及
び
場
所

五
月
二
十
七
日

午
後

一
時

t

一
時
三

十

分

市

役
所
第
三

会
議
室

入
札
保
証

金

入

札

見

積
額
の
百

分
の
五
以
上
の
現
金

※
詳
し
く
は
財
政
課
管
財
係

へ

-
市
の
不
用
品
を
公
売

日
時
、
場
所
及
び
公
売
物
件

付
五
月
二
十
四

日

午

前
十
時

l

十
一

時

市

土
木
課
車
庫

ミ
キ
サ
ー

二

台
.
エ
ン

ジ
ン

ス
プ
レ
イ
ヤ
ー

一
台
、
発
動

機
二
台
、
鉄
板

四
枚

同
五
月
二
十
四
日
午
後

一
時
三

十
分

t
二
時
三
十
分

市
清
掃
セ
ン

タ
ー

塵
芥
収
集
車

三

台

入
札
方
法
一

般
競
争
入
札

入
札
保
証
金

入
札
金
額
の
百
分

の
五
以
上

代
金
納
入
方
法

即
納
と
す
る

※
詳
し
く
は
会
計
課
用
度
係

へ。

催

し

も

の

-
春
季
慰
霊
祭

日
時

五
月
二
十
四
日
(
月
)

一
|
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の

l
i
l
i
-
-
l
i
l
-
-
u

「
1

1

1

1

1

1

1

登

録

は

お

早

く

Ill-

本
年
度
の

ス
ポ
ー
ツ
少
年

団

の

な

お

、
団
員
名
簿
、
登
録
用
紙
一
一

八
団
員
名
簿
と
更
新
登
録
の
手
続
き

は

市
教
育
委
員
会
に
あ
り
ま
す
。

.

2
ケア
次
の
と
お
り
受
付
け
ま
す
4

提
出
期
限
五
月
三
十
一
日

登
録
が
漏
れ
る
と
解
団
と
み
な

対
象

小
学
校
四
年
以
上
中
学
三
~

~
さ
れ
、
ス

ポ
ー

ツ

少

年

団

ソ

フ

ト

年

ま
で
の
男
女

んボ

i
ル
・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
な

提
出
先

市
体
育
課

.♂ど
に
出
場
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

市政だより(7) 

午
前
十
時
三
十
分
開
式

場
所

長
崎
県
忠
霊
塔

参
列
さ
れ
る
人
の
遺
族
章
は
、

各
地
区
の
遺
族
世
話
人
を
通
じ
て

配
付
し
ま
す
。

も
し
届
か
な
い
人
は
、
市
社
会

謀
、
ま
た
は
各
出
張
所
、
大
村
市

遺
族
会
で
お
受
け
と
り
下
さ
い
。

一
般
の
人
の
参
列
も
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

園
大
村
混
声
合
唱
団
・
長

崎
大
学
ロ
マ
ン
ツ
ア
ー

合
唱
団
交
歓
演
奏
会

日
時

六
月
十
二
日

(土
)

午
後
六
時
三
十
分
開
演

場
所

市
民
会
館

主

催

大

村
混
声
合
唱
団
、
長
崎

大
学

ロ
マ
ン
ツ
ア

l
合
唱
団

後

援

市

教
育
委
員
会
、
合
唱
連

盟
長
崎
支
部
、
大
村
市
音
楽
団

体
協
議
会

曲
目
・

子
ど
も
の
う
た

-
清
水
備
作
品
集

.
ロ
シ
ア
民
謡
曲
集

・
合
唱
組
曲

嵐
の
う
た

.
合
同
演
奏

入

場

料

一

般

三

百
円

小
中
高
生

二
百
円

※
問
合
せ
は
田
川
小
児
医
院
、
ま

た
は
市
社
会
教
育
課

へ。

‘r
、J
一，，r
et--
、，
三ご
，、
f
-er
‘
f-
，J
1
・k
y--
z
，‘、
fde
I
R
--=
、f
二三
、y
l
i
k
fee
，r
，--Z
E
--
-，‘、
f
''J
1
-f
、J
'
E
t

y
-
-
'
k
f
e-
JEt--
ご、J
・・2
.

‘、
2
川

小

社

会

福

祉

事

業

費

へ

さ
ん
は
、
亡
母
間

ソ
モ
さ
ん
の

口
、
い
ち
ご

一
・
五
キ
ロ

、
み
か
V

《

金

一

封

忌
明
に
あ
た
り
金

一
封

ん
三
十
二
キ

ロ、

チ
リ
紙
三
百
グ

ハ

」

ゐ

一
の
郷
浜
口
浩
子

ム

兵

庫
県
尼
ケ
崎
市
西
字
南
川
端

ラ
ム

ム
日
本
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
選
V

一

一

さ

ん
は
、
愛
の

募

五

八

八

玉
の
海
梅
吉
さ
ん
は

、

手

会

長

崎
県
支
部

二
万
円
ム
ア
…

た

金
を
し
た

際

に

タ

オ

ル

(名
入
り
)
を
ど
預

託

ロ

l
マ
グ
ル

ー
プ
長
崎
市
十
人
音
川

♂

し

ム
泉
町
の
山
添
輝
行

身
体
障
害
者
団
体
連
合
会
へ

楽
慰
問
ム
長
崎
市
長
崎
相
互
銀
行

円

へ
ま、

さ
ん
は
、
亡
母

山

ム

松

並
町
の
久
富
勝
さ
ん
は
、
亡

タ
オ
ル
六
十
本
ム
長
崎
放
送
局
、
川• 

~

乱

添

、ッ
さ
ん
の

忌

母

久

富
フ
イ
さ
ん
の
忌
明
に

金

タ

オ
ル
十
本
ム
小
路
口
の
出
口
定
A

J

ご

明

に

一

封

さ
ん
、
み
か
ん
ム
大
村
市
老
人
ク
V

ハ

j

ム
祝
崎
郷
の
大
串
近

子

供

の

家

へ

ラ

ブ
連
合
会
民
踊
部
五
十
人
、
民

れ

、

必

男
さ
ん
は
、
亡
父

ム
富
の
原
二
丁
目
の
長
崎
県
経
済

踊
外
菓
子
ム
出
口
ウ
タ
さ
ん
、

み

~

ん

引

大
串
回
天
さ
ん
の
忌
農
業
協
同
組
合
連
合
会
果
汁
工
か
ん
十
五
キ

ロ
ム
大
村
市
社
会
福
山

九

あ

明

に

場

(代
表
者
向
井
穂
)
の
皆
さ

祉
協
議
会
三
万
千
八
百
円
ム
草
村

内

V

付

ム

乾
馬
場
郷
の
吉

凋

ん

か

ら

金

一
封

瞭
子
さ
ん
、

二
千
円
ム
旭
町
の
勝

~

A

容

美
和
子
さ
ん
は
、

清

和

園

へ

手
武
夫
さ
ん
、
千
円
ム
松
原
の
中

叫

~

こ

亡

母
吉
岡
悦
子
さ

ム

長

崎

市
の
山
口
昇
さ
ん
、
一

万

川
村
磯
吉
さ
ん
、
五
千
円
、
い
ち
ご

ハ

一

ん
の
忌
明
に

円

ム
鈴
田
婦
人
会
、
三
千
円
、

~

一

十
二
キ

ロ
、
お
こ
し
六
キ
ロ、

み

~

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

石
け
ん
二
十
八
個
、
カ
ル
ピ
ス
一

V

へ
ご
預
託

本
、
サ
ラ
シ
ムハ汎

、
タ
オ
ル
五
枚
か
ん
二
十
二
キ

ロ

(

ム

東

諏

訪
の
間
貞
男
オ
シ
ボ
リ

一
枚
、
菓
子
二

・

五

キ

い

子、
-r
e-
-
F
E
-
-、J
-三一正
、
f
t
'
t
J
1
.
r
ep---
、，
一三
-i
、J
一三，E
，f'
、J
'E
t
E
‘一

-
大
阪
フ
ィ
ル
ハ

l
モ

l
交
響
楽
団

前
売
券
5
月
四
日
か
ら

前
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
、

大
阪

フ
ィ

ル
演
奏
会
の
入
場
券
を

五
月
十
五
日
か
ら
発
売
し
ま
す
。

日
時

七
月
八
日

(木
)

午
後
六
時
開
場
六
時
半
開
演

場

所

市

民
会
館
ホ

i
ル

指
揮
H
朝
比
奈
隆

チ
ェ
ロ
独
奏
uu
岩
崎
抗

演
奏
曲
目

川
ス

メ
タ
ナ
作
曲

交
響
詩

「モ

ル
ダ
ウ
」

ωド
ボ
ル

ザ
ー
ク
作
曲

チ
ェ
ロ
協
奏
曲

会
議
所
/
市
役
所
市
民
相
談
室

社
会
教
育
関
係
団
体

※
お
問
合
せ
は
市
社
会
教
育
課
へ

圃
人
形
劇

μ

ゆ
き
グ

∞
ベ
!
ト
ベ
ン
作
曲

交
響
曲
第
五
番

「
運
命
」

入
場
料

一

般

千
二
百
円

小
中
高
生

五
百
円

前
売
券
発
売
所

森
竹
電
器
商
会

ア
オ
パ
ラ
ジ
オ
商
会

/
原
田
楽

器
古
町
居
/
長
崎
書
庖
/
商
工

日
時

五
月
二
十
六
日

(水
)

午
後
六
時
か
ら

市
民
会
館

人
形
劇
団
「
プ

l
ク」

大
人
、
子
供
と
も
八
百
円

当
日
千
円

大
村
子
供
劇
場

会出場
費演所

主
催
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(8) 

ス
ポ
ー
ツ

市政だより

田
老
人
体
育
大
学
を
開
設

気
軽
に
参
加
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ

を
と
お
し
「
健
康
と
生
き
が
い
」

を
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
健
康
で

明
る
く
豊
か
な
生
活
を
願
っ
て
聞

き
ま
す
。

対
象
者
市
内
在
住
の
六
十
歳
以

上
の
人
(
男
女
不
問
)

募
集
人
員
四
十
人

開
設
日
時
六
月
四
日

t
八
月
六

日毎
週
金
曜
日

午
前
十
時

t
正
午

内
容
長
寿
体
操

軽
ス
ポ
ー
ツ

健
康
相
談

・
ゲ
!
ム

・
野
外
活

動
参
加
料

無
料

場

所

市

民
体
育
館

申
込
五
月
二
十
五
日
ま
で
に
住

所
、
氏
名
、
年
齢
を
は
が
き
か

電
話
で
市
体
育
課
へ

圃
少
年
、
少
女
ヨ
ッ
ト
教
室

開
校
式
五
月
三
十
日

開
催
日
六
月
か
ら
十
一
月
ま
で

の
レ

l
ス
開
催
日
以
外
の
土
曜

日
と
夏
休
み
期
間
中
に
午
前
九

時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
約
十
四

場
所
大
村
競
艇
場
レ
!
ス
コ

l

ス
内
〈
受
付
)
競
技
部

参
加
資
格
県
内
の
満
十
一
歳
が

ら
十
五
歳
ま
で
の
少
年
少
女

ん
第
1
回

~

一

良

い

映

画

を

見

る

会

川

~
主
催

視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
十
二
分
文
部
省
選
定
、
モ
ン
ゾ

V

日
時
・
場
所
五
月
二
十
九
日
テ
カ
ル
ロ
映
画
祭
児
童
映
画

ム

戸

川
午
後
二

t
三
時

部
門

銀

賞

~

へ

中

地

区

公

民
館

解

説

美

し

い
映
像
で
詩
情
豊

)

)

刷
午
後
七
時
三
十
分

l
八
時

か

に

描

く、

中
央
ア
ジ
ア
の

J

れ

三

十

分

中

央

公

民

館

大

草

原

に
躍
動
す
る
子
供
達
ん

ん

対

象

小

中

学

生

、

父

兄

と

子

馬

の

愛

と

友

情

の

物

語

ν

E

入

場

料

無

料

備

考

親

子

で

ど

鑑

賞

下

さ

い

い

い
映
画
「
草
原
の
わ
ん
ぱ
く
そ
う
※
詳
し
く
は
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ

山

ど
う
」
十
六
ミ
リ
カ
ラ

i
五

リ

l
へ

。

血

②

i
四
三
二
一

f

f
-
-
a
r
t
-
-
-
t
{
-
f
J
J
)
;

、f'e(----JJ)et
--JIf--r-J
〉
〉
---if--f

参
加
料

無
料

申
込
五
月
二
十
五
日
ま
で
に
往

復
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
年

齢
を
記
入
し
、
保
護
者
の
記
名

捺
印
の
上
、
主
催
者
へ

主

催

玖

島

郷
一

五
長
崎
県
モ

ー
タ
l
ボ
l
ト
競
走
会

也
②

l
六
一
九
四

圃
婦
人
リ
ズ
ム
教
室

内
容
リ
ズ
ム
運
動
、
美
容
体
操

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

日
時
六
月
一
日

t
七
月
二
十
七

日
毎
週
火
曜
日
午
前
十
時

l
正
午

場

所

市

民
体
育
館

申
込
先
市
体
育
課

締
切
五
月
二
十
六
日

「ースポーツをど相談は一「

L一一体育指導委員ヘー---1

ス
ポ
ー
ツ
・
レ

ク
リ
エ
!
シ
ョ
ン

の
季
節
で
す
。

市
教
育
委
員
会
は

皆
さ
ん
の
ス
ポ
l

ツ
・
レ
ク
リ
エ

i

シ
ョ
ン
の
た
め
に

次
の
と
お
り
体
育

指
導
委
員
を
任
命

し
て
い
ま
す
の
で

各
地
域
の
体
育
振

興
の
プ
ロ
モ

i
タ

ー
と
し
て
、
ご
相

談
下
さ
い
。

-
大
村
東
彼
地
区

柔
道
昇
段
審
査
会

日
時
五
月
二
十
二
日

午
後
一
時

場

所

市

武

道
館

(
消
防
署
裏
)

内
容
実
技
、
学
科
、
投
の
形

(
初
段
、
二
段
、
三
段
)

受

験

料

初

段

千

五

百

円

二
段
.
三
段
二
千
円

主
催
大
村
東
彼
地
区
柔
道
協
会

-
ニ
ツ
タ
ク
杯

月
例
車
球
大
会

日
時
五
月
二
十
三
日
(
日
)

午
前
九
時

l
午
後
五
時

場
所

市
民
体
育
館

参
加
料
一

般

・
高
校

三
百
円

申
込
先
大
村
ス
ポ
ー
ツ
社

旭
堂
ス
ポ
ー
ツ
庖

親
和
金
融
内
大
村
卓
協
事
務
局

中

学

二

百

円

試
合
一
般
、
高
校
、
中
学
、
シ

ニ
ア
の
各
男
女
シ
ン
グ
ル
ス
、

各
ダ
ブ
ル
ス

文

化

財

映

画

の

紹

介

文
化
財
愛
護
活
動
の
一
環
と
し

て、

映
画
と
ス
ラ
イ
ド
が
作
成
さ

れ
、
次
の
と
お
り
貸
出
し
を
行
い

ま
す
。

映
画
題
名

O
オ

i
モ
ン
デ

l
(十
六
ミ
リ
カ

ラ
l
三
十
分
)
県
指
定
無
形

文
化
財
、
五
島
の
民
俗
芸
能

。
宿
場
町
(
十
六
ミ
リ
、
カ
ラ

i

四
十
分
)
、
昔
日
の
面
影
を
よ

く
残
す
宿
場
町
を
紹
介

ス
ラ
イ
ド

O
出
雲
の
文
化
財
(
七
十
二
コ
マ
)

貸
出
期
間

五
月
二
十
九
日

l
六
月
三
日

貸
出
方
法

町
内
公
民
館
、
老
人
会
、
そ
の

他
関
係
団
体
な
ど
で
視
聴
覚
ラ

イ
ブ
ラ
リ
ー
(
耳
②
|
四
三
二

一
)
へ
申
込
ん
で
下
さ
い
。

使
用
料
は
無
料
で
す
。

氏 名 住 所 特 技

深堀富栄 田ノ平278 |野球

村島 康 司 本町3丁目445 水泳

朝野三郎 武部郷120 陸上、体操

今村常雄 下久原481-3 剣道

仁田勝俊 原郷1016 陸上、相撲

仙波ミ ツ子 ーノ郷304 体操、レクリエーシヨン

家富義人 皆同郷536 柔道

渡海昌俊

森林亀雄 水田一区 卓球、バドミントン

中島泰二 木場郷563-1 バ ドミン トン

久保正治 竹松郷404 パスケット、水泳

白浜千寿子 徳泉川内199 リズム運動

阿比留秀敏 諏訪224 |陸いール

牛島知孝 鬼橋198 パスケットボール

川口一典 武部郷128 ソフトボール

並松市郷病官舎早田正裕 |バレーボーJレ

氏橋治昭乾馬場郷874-21パレーポール、 OL

一瀬一春岩松郷877 ソフトボール

猪股礼徳 一ノ郷50 庭球
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